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ら，長週期のもの程（多分，どのSS　Cyg塑星でも）・攣光範園が或る一定の

増：加を示す事である・此の事は更に歩淫すNめて・KukarkinとPare黛ago南

氏により・（N・NV・S・・4・251・1934）SS　Cyg型星と新星との間には，或る

種の連繋をぱ形成して居るやうに考へられるものとして，この週期の増加こつ

れ・攣光範園の増大する現象を論義し・相田自信を以て論断されて居る．但し

一言附記すべきは，彼等爾氏が，SS　Cyg型星中最小週期の星として見立てS

居るAC　And星は，現在では星一型星に罵するものとされて居る黒占がやSキ

ズと云へぬ事はなV・．（AC　And星は，最初Guthnick及Prager繭氏より

星團型と考へられたが，其後観測が行はれた結果・各Maxの様子・極大郭者，

其の縫績期間等に不揃の貼が多く見られるので・Lause氏が・極端な短週期の

SS　Cyg型の場合に相聾すると考へたのである．然るに再…三，最近に到って，

Lange氏や，　Florj　a氏により・光慶差も・週期も異なる二個の星團型星の合

成である事が提唱され，其の一見不解な光度曲線の攣化をぱ・見事に～多分

誤りはあるまい一解決した．此のAC　And星の事は暫く別として・本論た

る新星との關聯を・もう少し追究して見ると・現在までの所・能く観測された薪

山中，僅か二個のみが，明確に週期的（いつれSS　Cyg型星の場合以上に大ザ

ツパな意味で）であると考へる事が出來るのである・即ちRS　Oph．とTPyx

主星である．強V・て云へば第三番目の星として1667年に焚見されたオリオン座

の新星がこの中に入らない事はなV・・（この星は其後1750年，1892年に再塘難

した．光度は6・O一く12）第三星は暫く置いて，前の扇星はKukarkin及Pa、

renago爾氏によって與へられた所の

　　　　　　　　A　＝　O．63　＋　1．66710g　P

なる油鼠式によって，能く表はされるのである．このAは攣光範幽（光度差）が

等級で，Pは週期が日箪位で示されるのである・少し向ふ漏すではあるが，止ヒ

の式をぱ外延すると，普通の新星及超新星の週期は103乃至10τ年とV・ふ酒造

の値が出て來る・此の値は別個に夫々・爾型の新星の観測された頻度や，光度

等から見ると・全く無理由な出鱈目な歎とも思はれないのである・其れ故に夏

に論を進めると・新星も週期的であり・從ってSS　Cyg型星と關係の成立が可能

である事をぱ決して等閑に附してはならないと云ふ事になって干る・（つs’く）

　　　　　　　　　　　豆観測所を開く
　岐．阜市溝旗町に私設天盟観測所を設けてみる正村一忠君（追払員）は，小童の

先生に星の話を聞いてから室に興味を持ち始め，商費にカが入らぬE，お父さ

んから叱られたり，観測に夢中になって屋根から滑り落ち，機械や爲眞機をこ

はしたりしても，研究に飴念がなかった結果，本會の木邊槻測部．長に認められ

て會員となり，今度自費三十圓を投じて，同市．長森天王寺山に観測所を設ける

ことになった由．（或る新聞より，15－VIII－18）


